高等学校　情報A　評価規準

0　対象学年、コース・類型、単位数、使用教科書

　　第（　１　）学年　　（　　　　）型　　　（　　２　）単位　　高等学校　情報A最新版（啓林館）

１　情報Aの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	　関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	コンピュータや情報通信ネットワークなどに関心をもち，身のまわりの問題解決を通して，情報を進んで活用しようとするとともに，情報社会に主体的に対応しようとする。
	情報を収集・処理・発信する方法を工夫したり，結果をふまえて改善したりするとともに，情報モラルをふまえた適切な判断をする。


	コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用するための基礎的な技能を習得し，目的に応じて情報を適切に収集・処理・発信するためにコンピュータなどを活用する。
	情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を身につけるとともに，情報社会における情報技術の役割や影響を理解している。




２　評価規準の具体例

	学習項目
	学習のねらい
	評価規準

	第1章
　コンピュータを使ってみよう
　第１節　コンピュータにログイン

	共用のコンピュータを利用開始時にログインと利用終了時にログオフ）が必要であることを知る。

パスワードの重要性を認識するとともにその設定と管理の考え方を理解する。

コンピュータを適切に活用するためソフトウェアの種類について理解する。

ファイルの管理の基本的な考え方を理解する。
	関心・意欲
・態度
	意欲的に表計算ソフトを活用して課題を完成させたか。

	
	
	思考・判断
	目的にあったアプリケーションソフトを使い分ける判断ができたか。
パスワードの重要性を考察し，不適切なパスワードが判断できたか。

	
	
	技能・表現
	適切なパスワードが設定でき，管理できたか。
様々なアプリケーションソフトを効果的に目的に沿って使い分けることができたか。

ファイルの管理の概念，階層構造が理解できたか。

	
	
	知識・理解
	ログイン・ログアウトの概念が理解できたか。ファイル形式やファイル管理の基本が確実に理解できたか。
アプリケーションソフトの目的を理解し，意図した作品を制作することができたか。

	　第２節　電子アルバムをつくる


	作品の素材を集める方法を知る。

素材をコンピュータに取り入れる方法とその加工方法を学ぶ

画像処理ソフトとプレゼンテーションソフトを使い、自分が発想した通りに編集ができるよう操作方法を理解する
	関心・意欲
・態度
	意欲的に素材を撮影したり，収集したりしたか。

加工・編集に積極的に取り組んだか。

	
	
	思考・判断
	素材収集の際に著作権や肖像権を配慮できたか。

素材の加工を創意工夫することができたか。

目的にあった表示ソフトウェアを選択できたか。

	
	
	技能・表現
	画像処理ソフトで目的どおりの作品の加工ができたか。
プレゼンテーションソフトで目的どおりの作品が仕上がったか。

	
	
	知識・理解
	素材の著作権や，表示する情報量等の理解ができていたか。

目的にあったソフトウェアの理解ができたか。

	　第３節　ハードウェアとソフトウェア


	ハードウェアが構成されている装置を学習する。

各装置の役目、はたらきを理解する

ハードウェア内はどのような信号が流れ各装置を制御しているか理解する

ソフトウェアとハードウェアの関係を理解する。

OSはどのようなはたらきをしているか学ぶ。

人の生活に役立っているコンピュータについて考える
	関心・意欲
・態度
	コンピュータを構成する装置やソフトウェアについて意欲的に調査し，理解しようとしたか。

	
	
	思考・判断
	人間に向いた処理とコンピュータに向いた処理が判断できたか。

	
	
	技能・表現
	周辺装置やCPUのはたらきをまとめ，説明できたか。

OSの役割を理解し，説明できたか。

	
	
	知識・理解
	CPUが周辺装置を制御するイメージが理解できたか。
OSとハードウェア，アプリケーションソフトウェアの関係が理解できたか。

	第２章

　ネットワークを利用したコミュニケーション

　第４節　電子メールの利用と注意


	電子メールや，メーラーの役割を理解させる。

電子メールが届くしくみを理解させる。

電子メールではサーバ等の情報を設定する必要がある。

メールの利点と留意点を理解し，正しいルールやマナーで送受信できるようになる。

従来のコミュニケーション（手紙や電話など）との違いを考えさせる。

ネットワーク上で使われる他のコミュニケーションについて知る。
	関心・意欲

・態度
	電子メールのしくみやマナーについて積極的に調べたか。

電子メールのマナーを守って，意欲的に利用していたか。

	
	
	思考・判断
	電子メールの利点と欠点が判断できたか。

情報モラルを判断して電子メールが利用できたか。

	
	
	技能・表現
	メールアドレスのしくみや，サーバの設定方法を正しく説明できたか。

電子メールやメーリングリスト，掲示板等のマナーやモラルを正しく伝えることができたか。

	
	
	知識・理解
	電子メールの届くしくみが理解できたか。

電子メールの問題点や影の部分について正しく理解していたか。

メーリングリストやメールマガジン，掲示板等について，正しく活用する方法を理解したか。

	　第５節　情報の取り扱いと個人の責任


	情報を受けとる際の互いの解釈の違いに注意する。

インターネットには，正確で質の良い情報もあれば，誤解や悪意に基づいた情報もあることを理解し，複数の情報源で情報の確からしさを確かめることの大切さを知る。

情報モラルやネチケットを守ることや，個人情報や知的財産権の保護の重要性を理解し適切に行動できる。

情報セキュリティの確保の重要性を知る。

著作権法で，引用が認められる際のルールを理解する。
	関心・意欲

・態度
	積極的に情報発信のモラルやマナーを身につけようとしていたか。

	
	
	思考・判断
	ネットワーク上のエチケットやモラルが常に判断でき，身に付いているか。

相手が伝えたいことと自分の解釈が異ならないか判断できたか。

インターネットの情報の信憑性や信頼性が判断できたか。
引用が許可されるときの判断ができたか。

	
	
	技能・表現
	インターネットの情報の信頼性に疑問が生じたとき，複数の情報源を用いて判断することができたか。

	
	
	知識・理解
	著作権法では，引用が認められているが，そのルールがあることを理解しているか。
知的財産権の尊重が理解できる。

開かれた通信では，情報セキュリティの確保が重要であることが理解できたか。

	第６節　インターネットで情報収集


	ＷＷＷのしくみとＵＲＬの構造について理解させる。

検索方法には、キーワード検索型、ディレクトリ検索型があり、キーワード検索型ではＡＮＤ、ＯＲ検索等を適切に組み合わせることが有効であることを体験的に理解させる。

インターネットを利用した検索サイト以外の情報収集が活用できるようにする。

情報を収集する際の著作権の尊重を意識させる。
	関心・意欲

・態度
	ＷＷＷのしくみを関心を持って調べたか。

意欲的にＡＮＤ、ＯＲ検索等を組み合わせて検索することができたか。

	
	
	思考・判断
	目的によって判断し，検索サービスを切り替えたか。

著作権の尊重を意識しているか。

	
	
	技能・表現
	URLを理解し，正しく記述できたか。

検索サービスの違いやＡＮＤ、ＯＲ検索等を適切に組み合わせる方法を説明できたか。

	
	
	知識・理解
	ＷＷＷのしくみやURLを正しく理解できたか。
検索サイトの活用以外に，メーリングリストやチャット，電子掲示板等を適切に利用して情報収集することが理解できたか。



	　第７節　分かりやすい表現


	携帯電話、メーラー、ワープロソフトの例をもとに文字情報の工夫を考えさせる。

図表を使った文書の作成方法を理解させる。

情報を分かりやすく発信するための手順と検討すべき事柄について理解させる。

情報発信の特性を理解し、長所や短所を指摘する。
	関心・意欲

・態度
	積極的に分かりやすい文字情報の表現を行おうとしたか。

	
	
	思考・判断
	情報発信の方法について、それぞれの特性を理解し、長所や短所を指摘できるようになったか。

	
	
	技能・表現
	携帯電話やワープロソフトを用いて分かりやすい文字情報の表現が行えたか。
文字色や図の活用ができたか。

	
	
	知識・理解
	代表的な情報発信の方法の特性を知り、長所や短所を理解して活かすことができたか。
分かりやすい情報発信の注意事項が理解できたか。

	　第８節　Webページの作成


	HTMLという技術がどんなものであるかを理解させる。

Webページ作成ソフトウェアの機能と役割を理解させる。

Webページを作っていくには，文書の構造を考えて作成する必要性を理解させる。
	関心・意欲

・態度
	意欲的に作品素材を収集し，Webページの制作にあたったか。

Html等の理解に熱心だったか。

	
	
	思考・判断
	分かりやすい誤解の少ない表現を考察できたか。

受信者への配慮を常に考えながら，Webページを制作していたか。

	
	
	技能・表現
	Htmlを理解し，画像やリンクの挿入が正しく行えたか。

分かりやすく，表現力のあるWebページが作成できたか。

	
	
	知識・理解
	Webページの評価の観点を理解し，作品に生かすことができたか。

	　第９節　WWWへの情報発信


	Webサイトを構成できるようになる。

Webサイトを公開する方法を理解させる。

受信者を想定したWebサイトやWebページを作成できるようになる。
	関心・意欲

・態度
	意欲的にＷＷＷへの情報発信を行ったか。


	
	
	思考・判断
	Webサイトが正しく構築されているか、不適切な表現がないか確認できたか。
絶えず最新の情報や正しい情報になっているよう心がけていたか。

	
	
	技能・表現
	FTPサーバの意味や、アップロードの方法を説明できるか。

	
	
	知識・理解
	ＷＷＷで公開するときのモラルやマナーなど注意点を理解し，作品を制作したか。


	第３章

　コンピュータを活用した問題解決

　第10節　コンピュータで情報整理


	問題を適切に解決するための考え方を理解する

情報を収集して条件を整理する方法を習得する。

情報の整理や問題解決の検討にコンピュータを活用する方法を理解し，そのための技術を習得する。
	関心・意欲

・態度
	身の回りの問題解決の例を意欲的に調査したか。
積極的に各社のカタログを取り寄せ、表計算ソフトに整理することができたか。

	
	
	思考・判断
	問題解決には、どのような情報を集める必要があるか判断できていたか。
整理された情報を判断し、適切に問題を解決することができたか。

	
	
	技能・表現
	表計算ソフトを使って情報を適切に整理できたか。
表計算ソフトを使って、簡単なデータベースを作成できたか。

	
	
	知識・理解
	身の回りでデータベースで問題解決できる例を見つけ、利用できたか。

	第11節　情報の収集とアンケートの分析


	いくつかの情報収集の方法、および特性を理解する。

取材・インタビューやアンケートによって、一次データを収集することの意義と方法を理解する。

実際に、取材・インタビューやアンケートを実践する。

得た素データの加工と分析の方法を学び、実践する。
	関心・意欲

・態度
	積極的にアンケートやインタビューを行ったか。

	
	
	思考・判断
	インタビューやアンケート項目が適切であったか判断できたか。

	
	
	技能・表現
	適切なインタビューやアンケート調査が行えたか。



	
	
	知識・理解
	マナーを守って適切に情報を収集する方法や，信頼性の高い情報で論を構成する方法が理解できたか。

	第12節　問題解決の実際


	問題解決の手順を理解する。

問題解決に向けての具体的な活動を考えられる。

コンピュータを活用して問題解決ができる。
	関心・意欲

・態度
	積極的に情報収集に努め，問題解決を行おうとしたか。
グループでの共同作業に積極的に関わったか。

	
	
	思考・判断
	情報の吟味が判断できたか。
適宜判断しながら問題解決に努めたか。

	
	
	技能・表現
	表計算ソフトを使って，情報を整理することができたか。
目的を理解し，分かりやすい表現を行うことができたか。

	
	
	知識・理解
	情報の加工と編集を通じて，説得力のある資料を作成する方法が理解できたか。

	　第13節　プレゼンテーション


	プレゼンテーションの道具の特長を考え，資料の作成の注意事項を学ぶ。

提示・配布資料が使われる場面を理解し、盛り込む内容とその理由を考える。

資料の分量・展開方法から、資料（スライド）作成の際のポイントを学習する。

プレゼンテーションに対する評価を考える。
	関心・意欲

・態度
	道具に応じてスタイルの異なるプレゼンテーションを，意欲的に実行しようとしたか。

	
	
	思考・判断
	提示・配布資料が使われる場面を理解し、盛り込む内容とその理由を考察できたか。
話し手と聞き手の立場での注意事項を考えたか。

	
	
	技能・表現
	プレゼンテーションの道具に応じた，効果的資料を作成できたか。
掲示資料と配付資料の違いを判断できたか。

	
	
	知識・理解
	プレゼンテーションの進め方や評価方法が理解できたか。

	第４章

　マルチメディア作品の制作

　第14節　マルチメディア素材とその編集


	マルチメディア作品の定義とその特徴を理解する。

マルチメディア作品制作するアプリケーションソフトの機能を学習する。

全体構成の検討はどのようにしたらよいか学習する。

アニメーション制作の手法を学び，違いを理解する。
	関心・意欲

・態度
	作品のテーマ決定や素材の分担・構成等，制作企画に積極的参加したか。
アニメーションの作成を意欲的に行ったか。

	
	
	思考・判断
	素材を判断し，作品の全体構成を考察することができたか。

	
	
	技能・表現
	作品の目的と表現方法から決定すべき事項を考えることができたか。
音楽・音声をコンピュータで扱うための工夫が使えたか。

	
	
	知識・理解
	アニメーション制作の手法を理解できたか。

マルチメディア作品の特性を理解し，様々な素材を統合するイメージを形成することができたか。

	　第15節　映像の撮影とその編集


	撮影機材の種類とビデオ編集画面の構成例を学ぶ。

撮影時に必要な概念とそのことばの意味を理解する。

撮影作業の前に検討すべき事柄の確認と、撮影のモラル・マナーを学習する。

カメラ撮影の基本を学ぶ。
撮影した映像をコンピュータに取り込む際に必要な事柄を学び、注意点を考える。

ビデオ編集ソフトの機能を学習する。
	関心・意欲

・態度
	モラルやマナーを意識しつつ，意欲的にビデオ撮影を行ったか。
積極的にビデオ編集に関わったか。

	
	
	思考・判断
	撮影のモラルや注意事項を遵守できたか。

映像によってどのような編集効果が適しているか判断できたか。

	
	
	技能・表現
	三脚やズーム・バンの機能などを適切に撮影に活かすことができたか。

ビデオ編集ソフトの様々な機能を理解し，作品に活かすことができたか。

	
	
	知識・理解
	撮影のマナーやモラルを確実に理解できたか。

撮影機材の知識や効果的な撮影方法は理解できたか。

ビデオ編集ソフトの機能や場面に応じた編集効果を理解できたか。

	　第16節　マルチメディアオーサリング


	マルチメディア作品の素材のファイル形式を学ぶ。

オーサリングの学習をする。

マルチメディア作品の公開方法や注意事項を考える。

マルチメディア作品の評価の基準を考え、グループごとの完成度を比較・評価する。
	関心・意欲

・態度
	積極的に協力してマルチメディア作品の制作を行ったか。
意欲的に質問したり，相互評価・自己評価を行ったりしたか。

	
	
	思考・判断
	素材を判断し，適切に利用できたか。

作品を総合的に判断し，評価が適切に行えたか。

	
	
	技能・表現
	編集ソフトは適切に使えたか。

ビデオファイルの形式が説明できたか。

	
	
	知識・理解
	作品の評価の観点を理解できたか。
マルチメディア作品の公開方法や注意事項が理解できたか。

	第５章　ディジタル技術と情報社会

第17節　情報のディジタル化（１）


	音声・画像・動画などをコンピュータで扱うための基本的な考え方を理解させる。

音声や画像のディジタル化の学習を通して，標本化や量子化などの理解をさせる。

各画素が光の三原色の明るさに対応した数値またはコードで記録される表現方法を理解させる。
	関心・意欲

・態度
	身の回りのアナログとディジタルの機器の違いに興味を持ち，積極的に理解しようとしたか。

さまざまな情報のディジタル化に興味を持ち，その仕組みを積極的に調べようとしたか。

コンピュータの画像や音声などの機能を積極的に使って，ディジタル化された情報の理解に努めたか。

	
	
	思考・判断
	音声や映像のディジタル化において，省略されたり，失われたりする情報が存在することを考察できているか。
アナログとディジタルの特性を理解し，情報によってどちらで表現するのがよいか判断できたか。

	
	
	技能・表現
	音声や映像が標本化・量子化してディジタル情報に変換されるしくみを理解し，説明できたか。

動画のしくみを説明できたか。

	
	
	知識・理解
	様々な特徴があるアナログ情報をディジタル化する仕組みが理解できたか。

あらゆる情報がディジタル化されていく理由や，その落とし穴について十分理解しているか。

	　第18節　情報のディジタル化（２）


	ディジタル情報を表す単位について認識させる。

文字，数値の情報をコンピュータ上で表す基本的な考え方を理解させる。

数値は，「0」と「1」の2種類の数字を使った2進数表示により記憶されていることを認識させる。

文字はコード化して記憶されていることを認識させる。

情報の記録のための情報の量の計算を習得させる。

ディジタル化された情報の特長をアナログ情報との比較において理解させる。
	関心・意欲

・態度
	数値や文字のディジタル化や，情報の量の計算を意欲的に行ったか。

	
	
	思考・判断
	情報の圧縮・伸張の必要性を判断できたか。

ディジタル化の長所・短所を理解し，使い分けたり，コンピュータで扱う情報の制約を判断したりできたか。

	
	
	技能・表現
	指でビットの表現を正確に表せたか。

文字コードを理解し，コード入力ができたか。

標本化や量子化の違いによる音や画像の表現を変えることができたか。

２進数と１０進数の簡単な変換ができたか。
さまざまな情報の量の計算が確実にできたか。

ディジタル化の長所・短所を理解し，使い分けたり，コンピュータで扱う情報の制約を判断したりできたか。

	
	
	知識・理解
	２進数を使う理由とその簡単な演算が理解できたか。

情報量とその表現方法が理解できたか。
あらゆる情報がディジタル化されていく理由や，その落とし穴について十分理解しているか。

送受信でのエラー回避や修正方法を理解したか。

	　第19節　インターネットのしくみ


	インターネットのしくみを理解する

インターネット上でのセキュリティ技術を理解する。
	関心・意欲

・態度
	インターネットでの送受信のしくみや，セキュリティ等について意欲的に調べたか。

	
	
	思考・判断
	インターネットの基本的なしくみをイメージし，通信に必要な機能を考察できたか。

	
	
	技能・表現
	プロトコルやIPアドレスを理解していたか。

インターネットで世界中のコンピュータがつながるメカニズムが説明できたか。

	
	
	知識・理解
	インターネットでのデータの送受信の仕組みが正しく理解できたか。
ネットワーク利用上のセキュリティについて理解できたか。

	　第20節　ネットワーク利用者としての注意事項


	ネットショッピング・ネットオークションでの注意事項を確認する。

迷惑メールなどの不審なメール，コンピュータウイルスなど悪意のある行為への対処方法を知る。

情報社会で活動する際に注意すべき心構えを考える。

情報社会に参画する上での責任と，望ましい社会の創造に貢献する心構えを自覚する。
	関心・意欲

・態度
	ネットワーク社会のトラブルの例や，その回避方法等について意欲的に調査し，まとめたか。

	
	
	思考・判断
	ネットワーク社会で行ってはいけない行為が判断できたか。

情報社会での心構えや注意事項を適切に考察し，判断して行動できたか。

	
	
	技能・表現
	望ましい社会の創造に貢献する心構えができたか。

情報社会に責任を持って参画する力を付けることができたか。

	
	
	知識・理解
	ネットワーク社会のトラブルを回避するための方法を理解したか。
情報社会での光と影を十分理解したか。





コンピュータや情報通信ネットワークなどの利用を通して、情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識と技能を修得させるとともに、情報を主体的に活用しようとする態度を育てる。
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